
モデル地域

計画
P

実行
D

評価
C

改善
A

地方公共団体

取組⑥:勉強会の主催

職員のノウハウ蓄積のための
勉強会を主催

支援制度の紹介
国土交通省補助事業の活用
取組④:支援制度の助言

PDCAサイクルを円滑に回すための
ロードマップ、アクションプランの作成を支援
 検討体制の構築、検討資料の作成等

計画の実行に向けた
産官学の協議会設置
関係機関との調整

取組⑤:評価委員会の設置
地域の取組を評価できる
専門家の集団の形成を支援
 評価体制の構築、評価資料の作成等

取組②:協議会の設置・運営・関係者との調整

取組③:モデル事業の実施

技術開発の推進
企業等の支援

取組①:計画づくりの支援

■支援の全体像（イメージ）

令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援
 モデル事業の社会実装、モデル事業者の活動内容のＰＲ
 グリーンインフラ官民連携プラットフォームの活性化（多様な主体の参画による議論の活発化等）
 民間参入・金融部門の投資促進に資する施策立案（課題抽出と施策立案に資する事例収集等）
 地方公共団体向けのガイドライン（案）の策定
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【募集対象】・グリーンインフラ官民連携プラットフォームの一号会員（地方公共団体）、及
び非会員の全国の地方公共団体を対象に公募を実施します。
※非会員の場合は、支援開始までの会員登録を条件とします。

【募集方法】・全国から多数の事業参加団体と募るため、国土交通省による記者発表、グリー
ンインフラ官民連携プラットフォームWebサイトでの情報発信（全会員への
メール発信）、学協会を通じて広報を実施します。

【選定方法】・原則、希望に応じて、応募された全ての地方公共団体への支援を実施します。

・その内、重点的に支援を行う団体（重点支援団体）と
して、３団体程度を選定します。
※３団体の選定は、応募資料を右記に示す視点から評
価して決定します。

評価の視点
・事業目的との合致度
・取組み意欲
・取組みの方向の明確さ
・推進体制の充足度

評価の視点
・事業目的との合致度
・取組み意欲
・取組みの方向の明確さ
・推進体制の充足度
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※選定の流れと、支援内容の決定の経緯は、以下の通りです。



◆重点支援団体
・ スタート会議を実施し、重点支援団体の支援ニーズ・参画団体希望を把握します。
・ 参画団体は、重点支援団体のニーズを踏まえ、①支援希望内容、②連携を希望する事業者の業
種をWebサイトに公開して募集します。（既にパートナーシップ構築支援に登録されている団体の内、
重点支援団体のニーズにマッチしている団体へは、個別に連絡を致します。）

・ 参画希望団体の支援・連携可能内容をリスト化、各団体の要望を踏まえて参画団体を決定しま
す。その後、参画団体は、対象地方公共団体と連携してグリーンインフラに関する取組みを推
進して頂きます。

◆重点支援団体以外の団体（案）
・重点支援団体以外の団体は、希望に応じて事務局による個別ヒアリングによりニーズを把握し、
重点支援団体同様の流れで参画団体を募集します。

・ 重点支援団体のマッチング後に募集を行います。
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